
障害者雇用始めました！！
～自分らしく生きるために 働くために～

〇 石坂 一平（ロザリオの聖母会 聖家族園 支援員）
伊藤 朱里・嶋田 花栄（ロザリオの聖母会 聖家族園）

1

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

第８分科会



2

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

法人概要

法人名 社会福祉法人ロザリオの聖母会

所在地 〒289-2513千葉県旭市野中4017

経営理念 「光のあたりにくい人々とともに歩む」

事業内容
医療保護施設の海上寮療養所を中核にして、知的障害者・身体障害者・重症
心身障害児（者）等の総合的複合施設。治療・療育・生活支援・機能訓練・
職業訓練・ショートスティ・相談事業・在宅福祉サービスなども実施。

代表者名 理事長 石毛 敦

創設 1952年（昭和27年）5月29日

利用者数 4,060名（施設系 398名、通所系 421名、在宅・訪問系 3,241名）

従業員数 577名（常勤 355名、パート 222名）

https://mapsengine.google.com/map/edit?mid=zZMSbbE0siu0.kY4rNE7ksEbI
https://mapsengine.google.com/map/edit?mid=zZMSbbE0siu0.kY4rNE7ksEbI
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施設概要

施設名 聖家族園（せいかぞくえん）

施設所在地 千葉県旭市野中792

施設開設年月日
•平成6年4月1日

知的障害者更生施設 聖家族園
•平成23年10月1日 新法移行

障害者支援施設 聖家族園

定員
•生活介護 50名
•施設入所 50名
•短期入所 5名
•日中一時 5名
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活動方針

・誰もが本人らしく働いて生きていくことを
サポートする

・ともに働く仲間として受け入れ、一人ひと
りの個性を尊重する

・施設全体の意識の向上、多様性のある組織
づくりを目指す
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目的

・障害の理解を深め、誰でも働きやすい職場環境を
整備する

・雇用者の特性や特長に合った業務を提供する

・雇用後の健康維持、地域生活、コミュニケーショ
ン、協調性のサポート

・ジョブコーチ支援の活用

・障害者職業生活相談員の資格取得・運用
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雇用までの流れ

(現場実習) 東総就業センターや特別支援学校等

と連携
↓

(面接) 本人より就労の意志を確認後、法人本部

にて行う
↓

(採用・準備) 勤務時間・日数・入職の

日程を決定。環境整備。
↓

(就労) トライアル雇用、非常勤雇用にて開始



7
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A氏 プロフィール

年齢・・・１８歳 特別支援学校卒

性別・・・男性

障害者手帳・・・療育手帳 B-2

性格・・・物静か、優しい。
最後まで仕事に取り組む。

その他・・・頭痛。特に雨の日など。
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A氏 週間スケジュール

月 火 水 木 金

AM

9:00
～12:00

シーツ
交換

シーツ
交換

シーツ
交換

洗濯室 活動

12:00
～13:00

休憩 休憩 休憩 休憩 休憩

PM

13:00
～16:00

管理棟
掃除

管理棟
掃除

管理棟
掃除

洗濯室 管理棟
掃除

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会



A氏 業務内容

シーツ交換

洗濯室業務

管理棟掃除
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B氏 プロフィール

年齢・・・２１歳

性別・・・男性

障害者手帳・・・療育手帳 B-1

障がい者の就労促進事業所みんなの家 移行班

性格・・・真面目で明るく、穏やか。
責任感を持ち、仕事に取り組む。



B氏 週間スケジュール

月 火 水 木 金

AM

9:00
～12:30

男性
食堂/浴室
掃除

男性
食堂/浴室
掃除

男性
食堂/浴室
掃除

男性
食堂/浴室
掃除

男性
食堂/浴室
掃除

12:30
～13:30

休憩 休憩 休憩 休憩 休憩

PM

13:30
～16:00

男性居室
掃除
ゴミ捨て

男性居室
掃除
ゴミ捨て

男性居室
掃除
ゴミ捨て

男性居室
掃除
ゴミ捨て

男性居室
掃除
ゴミ捨て
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B氏 業務内容

食堂掃除

浴室掃除

活動棟掃除
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アンケート(支援員対象)

・とても一生懸命仕事をしてくれている。

・障害のある方が社会人として働く場所があるのは人生においてプラス

な事であり、家族にとっても安心できてプラスな事だと思う。

・障害者雇用が始まり、今まで支援員が利用者と関わる時間を割いて

行っていた掃除やシーツ交換等の負担が軽減し、支援に力を入れる事

ができる。

・障害者雇用はあまり誰も行ってきたことのない事だから、大変だろう

と思う。

・１から始めるのは簡単なようで大変な事だと思う。

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会
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課題

・仕事の切り出し、見える化・構造化

・スキルアップ

・職場環境の整備

・今後、障害者雇用職員でのチーム化
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終わりに…
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ご清聴

ありがとうございました


